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1．はじめに
　音声教育・文法教育・表記教育などと違って、語彙教育は、とりたてて行なわ
れることがほとんどないとされる（国立国語研究所編1985：165）。初中上級の全
レベルにおいて行なわれているが、現在の教材のほとんどが語彙を中心としたシ
ラバスにはなっておらず、十分に体系的な内容のものとは言いがたい。
　語彙教育は、文法教育等と異なり、レベルの上昇に伴い、必要性が大きくなる
といえる。単語は、共起する語の制限、使用される文脈、文体等、様々な制限が
あり、単語の語形と意味の理解だけでは必ずしも適切には使用できない。
　では、実際に語彙指導はどのようにすべきか。語彙教育が盛んではない現在、
指導の際、経験の浅い実習生が参考に出来るものは少ない。本稿では、実習生が
各課の重要語の導入の際、どの点に注目して教案を作成したか、それぞれの教案
をもとに分析する。
2，「日本語教育実践研究（6）」概要
2－1．授業概要
　筆者は2006年春学期小宮教授担当の「日本語教育実践研究（6）」を受講した。
受講生は3名。「日本語6αクラス」（以下、「日本語6α」とする）を観察、実習
を行なった。
実習クラス（「日本語6α」）：
　中級後半から上級への橋渡しのクラスである。学習者数は21名（中国3、香港2、
台湾3、シンガポール2、韓国3、ロシア2、ドイツ2、スウェーデン1、スイス1、
デンマーク1、エジプト1）の多国籍クラスである。漢字圏10名に対し、非漢字圏
11名（韓国3を含む）とバランスの取れたクラスである。
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使用教科書＝『ニューアプローチ中上級日本語［完成編］』
　　　　　　今期は第7課～12課。教科書は、文型・表現→文型・表現練習→本
　　　　　　文の順で進めていく。
重要語：
　各課から60語が唾要語として小宮教授により選ばれており、毎日10点ずつ
40分程度で導入される。1～30番は文型・表現、40番以降は本文から選ばれてい
る。学習者が本文を読む際には、60個の重要語が既に頭の中に入っており、本文
が楽に読めるようになっている。意味は学習者が予習してくることになっている。
授業では意味の説明ではなく、使い方を教え、連語を使った指導が行なわれてい
る。語彙指導にこれだけ時間を取れるコースは、それほど多くないと思われる。
2－2，　実習
　実習前に小宮教授の授業を7回見学し、実習に臨んだ。実習は、重要語の導入2
回、読解指導1回の計3回行なわれた。本稿では重要語の導入2回を対象とする。
実習生は二人一組で5個ずつ、計10個を導入。重要語5個を20分で導入するこ
とを目標に実習を行なった（実習生の授業でも1回の授業全体では10個導入され
たことになる）。実習1週間前には教案を提出し、教授、他の実習生からのコメン
トを踏まえた上で、再度教案を作成した。
2－3．　連語の意識
　連語とは2つ以上の語が組み合わさって、1つの語よりも複雑ではあるが一ま
とまりをなす概念を表すものをいう（早津2005：233）。「語」の認定と関わって、
異なる考え方があるが、本稿では自立語が2っ以上組み合わさったものを連語と
する。
　上記1。でも書いたとおり、単語の使用には制限がある。例えば、「傘をあける」
は、意味は分かっても日本語では不自然な表現である。「傘をさす」と習慣上決ま
っているのである。この連語をはじめ、ある語を導入する際、共によく使用され
る語を意識的に教えたら、学習者への語彙指導に有効ではないかというのが、実
習生にも共通する意識である。小宮（2003）では、「連語は、単語に比べ、表現教育
により有効な単位といえる」と述べられており、三好（2006）では、連語の概念を
＊注　日本語能力試験2級で初出の活用語を中心に選定されている。語と句の形が
ある。
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取り入れた語彙指導が意味のみを指導するよりも有効であることが実験により明
らかにされている。
　なお、一緒に使われる語の実際の使用例を確認する際には、KWIC　on　Web、
（htt：／／lan　ua　ecraft，’／kwic／）その他のコーパスを使用した。
3．調査
　受講生にアンケートで【資料1】、重要語導入の教案作成に際し、重視して教案
に取り入れた項目を選んでもらった。また、実習生それぞれの教案をもとに、初
回と2回目の変化を分析した。
4．分析
4－1．受講生の概要
　3名の概要は、以下のとおり。J3は筆者である。
【表1】受講生の概要
受講生1（J1） J2 J3
非日本語母語話者 日本語母語話者 日本語母語話者
日本語教育歴　なし 日本語教育歴　あり 日本語教育歴　あり
　考察にあたっては、母語話者と非母語話者（以下、それぞれNS、　NNSとする）、
または、日本語教育経験がある者と未経験者という2つの観点に注目することが
できる。
4－2．教案作成において受講生が重視した項目
アンケートの結果をまとめたものが、【資料2】である。
①受講生が共通して注意して教案に取り入れた項目
　以下の6点である。
　1）重要語の持つ意味（語義）、5）どんな助詞を必要とするか、9）連語を意識した、
　15）できるだけ既習語、既習表現を使って例文を作成した、19）時間配分、23）
　実物や絵カードの使用
　いずれも新しい項目の導入に際し、押さえておきたい最も基本的な項目である。
授業準備に使用したものとして、国語辞典、コーパスが共通したものとして挙
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げられた。
②J1とJ2～3で異なる項目
　次の8点であるが、2つに分けて考察したい。
A：J1は注意して教案に取り入れたが、　J2～J3は必要ないと思ったので、取り入
　　れなかった。
　1）漢字の読み方、8）類義語・類義表現、
　→J2～J3も授業に必要ないとは思っていない。8）類義語・類義表現：教師は学
　　習者からの質問に答える準備をしておくが、学習者の混乱を考え、教案には
　　取り入れなかったと思われる。
B：J2～J3は注意して教案に取り入れたが、　J　1は取り入れようと思ったが、難し
　くて取り入れられなかった項目。
・6）品詞は何なのか、7）品詞が2つ以上にまたがる場合は全て導入したか
　→筆者は実習前、J1から「回復する」は自動詞なのか、他動詞なのかという
　　質問を受けた。品詞は、辞書によって記述が異なる場合もあり、NNSを悩
　　ませる項目と思われる。
・16）表現を広げるようにした、18）例文の数、20）板書、21）学習者をどのぐ
らい発話させるか
→学習者の反応を見ながら、教授経験を重ねるうちに徐々に理解できる項目で
　あると思われる。
③J2のみ異なる場合
・17）最終的に教科書に載ってる例の表現に合わせた。
・22）学習者をどのぐらい発話させるか。
　　20分で5個の重要語を使用に役立つように導入するというのは、かな
　りの手際が求められる。学習者にたくさん発話をさせたいが、時間を考えると
　ある程度の教師のコントロールも必要であり、簡単には決め難い項目である。
　筆者J3は答えを出せないまま、実習に臨み、結果的には発話が少ない授業にな
　ってしまった。
・12）コーパスの使用について。
　　実際の使用例を学習者のレベルに合わせて変えるのではなく、参考にするた
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めに見た、表現活用辞典も使用しているとの回答であった。
④その他
・」2は人称制限を挙げた。
・J3は使えない例、その語がどのような文で使われるかの2つを挙げた。
→例：「早急」は「　　は早急だ」のように文末にはほとんど来ない。
　　　「近隣」は固い表現で使われることが多く、「わたしの家は公園の近隣にあ
　　　ります」のように使うと不自然である。
・J2～3は例文の提出順を挙げた。
・4）導入する表現はどこから見たものか。視点。
→例えば、「怖い映画」と「怖い顔」は、異なる。「怖い顔」は誰かが「怖い顔」
　をし、その表情を他人から見ると「怖い顔」である。提出は基礎的なものから
　派生的なものへが原則であり、「怖い映画」を先に提出するのがいいであろう。
なお、2）アクセントは5．で述べるので、ここでは言及しない。
4－3．2回の教案の比較
　1度目の実習と2度目とを比較したところ、2度目のほうが一つの重要語の導入
に対する例文数が増えている傾向が明らかになった（【資料3D。語彙の入れ替え
のみ、文全体に関係なく、少しでも異なる表現として提出されていれば1とカウ
ントした。
　1回目と2回目の実習は、同じ語の導入ではなく、語によって、例文を作りや
すい、特定の場面でしか使われない等の違いはある。総数で見ると、J1＝25→33、
J3：26→44と例文の数が増えている。　J2に関しては、数としては若干減ったも
のの、1度目は13例で導入した語もあれば、2例のみと非常にばらつきがあった
が、2度目ではバランスが取れてきたと見られる。J2の実習では、慣用句「のど
が渇く」、「嘘をつく」のような、他の動詞に交替することのできない固い連語が
含まれていた。一度目の実習では2例しか導入できなかったが、2度目の実習で
は「嘘をつく」を「子供が嘘をついたら、お父さん、お母さんはどうしますか」「嘘
をついたら許しますか」「どんな時下をついてもいいですか」等、「嘘をつく」が
含まれる質問文をたくさん投げかけ、学習者の記憶に残るような方法を取り入れ
ていた。
　語彙を理解することと使用できることは異なる。Nation（2001：91）では、一つ
の語に6－7回出会うことでその単語は覚えられると述べられている。少しずつ形
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を変え、何度も繰り返しインプットするような指導が効果的だと考える。
5　実習から見えた問題点
実習を観察したところ、受講生に共通した不足点に気づいた。
①アクセント
　4－2．において、教案ではJ1，J2は取り入れており、J3は取り入れて
はなかった。実習では受講生全員が学習者が間違ったアクセントで読んだ際に、
訂正する程度であり、アクセントにあまり注意を払っていなかったように見られ
た。「投げ出す」「一戸建て」のような複合語においては、後ろの語のアクセント
が平板化するという注意を促すべきであった。
②既習語
　同じく4－2．では、全員が15）できるだけ既習語・既習表現を使って例文を作
成したと答えているが、受講生が考えた既習語とは何を指していたのだろうか。恐
らくは教科書の索引を調べる、もしくは他の教科書ではこのレベルでは既習のはずだ
からという勘によるものと思われる。
　しかし、新しく重要語を導入する際、それより少し前に意識的に指導が行なわれて
いた重要語を新しい導入の中で使うことは、学習者の想起を促し、習得に進むのに、
非常に有効な手段だと思われる。
　受講生の教案で使用された語彙が教科書の重要語の中からどれぐらい使用され
ているか調べてみたところ、結果は各回0～2語と、受講生はほとんど既習の重要
語を利用しておらず、また実習を重ねても変化が見られなかった。共起する語の
制限はあるが、例文に取り入れるのは可能であろう。
　新出語彙は一度では身につかない。せっかく導入した重要語の定着を図るため
に、教師は意識的に新しい重要語の導入の例文に織り込んでいかなければならな
い。
【表2】例文の中に含まれていた既習の重要語の数
受講生1（J1） J2 J3
実習
P度目
1 1 ?
2度目 0 1 2
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6．おわりに
　「実践研究（6）」を受講し、語彙指導の方法を学び、そして、実践することがで
きた。とりわけ語彙は数も膨大にあるが、単語レベルではなく、よく使われる表
現を提示し、何度も繰り返しインプットを行なうことで、学習者は「使用」に近
づけるのではないかと思う。
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【資翼2】実習生回答
V注意して教案に謔闢?れた。 教案に取り入れようとvったが、難しくて、取り入れ轤黷ﾈかった。
必要ないと思ったの
ﾅ、
謔闢?れなかった。
気がつかなかった。
??
漢字の読み方 J1 J2，J3
2） アクセント J1，J2 J3
3） 重要語の持つ意味 J1～J3
4） 導入する表現はどこから見たものか。視点。
i例＝怖い映画／怖い顔、反抗する） J2，J3 」1
??
どんな助詞を必要とするか？ J1～J3
??
品詞は何なのか？ J2，J3 J1
?? 品詞が2つ以上にまたがる場合は、
Sて導入したか？ J2，J3 J1
??
類義語・類義表現 J1 J2，J3
??
連語を意識した J1～J3
10） 学習者が実際に使いそうな、
@ρ　　　、し　　い J2，J3 J1
11） 例文のわかりやすさ J2，J3 J1
12）～14）は、自分に当てはまるものを一つ選んでくださ1
12） KWC、Google等、実際の使用例を見た。J2
13） KMC、　Go。gle等、実際に使用されているものをｻのまま使用した。
14）
KWC、　Google等、実際に使用されているものを
w習者のレベルに合わせて変えて例文を作っｽ Jt3
15） できるだけ既習語・既習表現を使って癜ｶを作成した。 J1～J3
16）
表現を広げるようにした。（受身にする、～べき
ｾ、～なければならない、等、いろいろな表現を
gみ合わせて提示した）
J2，J3 J1
17） 最終的に教科書に載っている例の
@　に合　せた J1，J3 J2
18） 例文の数 J2，J3 J1
19） 時間 J1～J3
20） 板書 J2，J3 J1
21） 学習者への質問の仕方 J2，J3 J1
22） 学習者をどのぐらい発話させるか J2 JtJ3
23） 実物や絵カード等、学習者の理解を助け、w習者の興味を引く教材の使用 J1～J3
24） その他、注意した項目があれば、?目を書いてください。
例文提出順J2，J3
l称制限J2
25）～30）は授業準備の際、使用した物を選んでください
25） 教科書「；ユーアプローチ」 」1～3
26） 国語辞典 J1～3
27） 類義語辞典 J1，J3
28） 表現活用辞典 J2，J3
29） 日本語一外国語辞典 J1，J3
30） KWlC、　Google、聞く蔵など（コーパス） J1～3
その他、 戯したものカあれ1具体的に　いてくださじ
一128一
日本語教育実践研究　第5号
【資料3】導入に使った例文数
1回目 2回目
6月26日 7月10日
11課 例文数 第12課 例文数【有無】 6 【性能】 4
【疑う】 6 【一戸建て】 9J1 【味方】 2 【回復（する）】 6
【煮込む】 6 【誠に】 8
【投げ出す】 5 【勝手（な）】 6
計 25 計 33
6月12日 7月10日
10課 例文数 第12課 例文数
【怖い】 7 【表情に出す】 8
【中継（する）】 13【表示（する）】 9J2 【観客】 6 【話題の】 8
【声援を送る】 13【待ちかねる】 4
【のどが渇く】 2 【嘘をつく】 8
計 41 計 37
6．月12日 6月26日
10課 例文数 11課 例文数【近隣】 4 【反抗的な】 15
【誤解を招く】 6 【検討（する）】 10J3 【影響を及ぼす】 6 【闘う】 8
【承る】 5 【早急な】 5
【オーバーな】 5 【解明（する）】 6? 26 計 44
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